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世界にひとつだけの「天然石のカフスボタン」
都市クリエイト株式会社
「オンリーワンカフス」は天然石のカフスボタン専門のブランド。天然石カ
フスの特徴は、絶対に同じものが無いこと。1 組のカフスですら、微妙な
色合いや模様が右と左では異なる。台座や形、石の種類が同じでも、ひと
つとして同じものはできない。
『まさに世界にひとつだけ、オンリーワンのカフスボタンですよ』と小島社
長。実際に、社長がこの事務所のビルの近くにあるコンビニへ行くと、レ
ジの女性が、「今日は違うカフスですね」と言ってくれると。さりげないアイ
テムだが、見ている人は見ているし、意外と目につくのだろう。

ただ、カフスボタンというと、年配の人が身につけるものという感じもす
るけれど・・・？
『いやいや、そんなことはないですよ。例えば時計。ファッション時計もあ
れば高級ブランドの時計もあるでしょう？でも年齢によって、あれはダメこ
れはいいなんてないですから』と小島社長は語る。カフスボタンも個性を
発揮するためのファッションアイテムとして、若い世代にも広めたいと考えて
いるという。確かに、カフスというと年配のかたのアイテムというイメージが
あったが、最近若い方でも付けている人を見かけるから順風が吹き出した
かもしれない。

天然石のカフスボタンには、別の楽しみもある。「オンリーワンカフス」に
使われている天然石の多くは、いわゆる「パワーストーン」とも呼ばれてい
るもの。例えば、金運や仕事運をアップさせるといわれるタイガーアイ、恋
愛運を高めてくれるといわれるローズクオーツなどが有名だ。

それぞれの石が持つ意味を把握して、カフスを身につけるのも面白い。今
日は大事な商談があるからタイガーアイ、デートだからローズクオーツ、とい
うように。でも、『気持ちが大事ですよ。そう思って付けないと』と笑いな
がら付け加えられた。小島社長も、その日の気分でカフスボタンを選んで
いるそうだ。『ネクタイと同じように５アイテムくらい持っていて日替わりで付
けて欲しい。最近、女性の腕時計がアクセサリー化している。気分転換や
と思うけど、同じやね』と。

同社のカフスボタンの金具は、ゴールド、シルバー、つや消しの 3 種類。
石の色や模様、好みに応じてオーダーできる。価格は大体 1 万円ちょっと
から下と、ちょうどブランドもののネクタイを買うくらいの感覚。絶妙な価
格帯である。

幼い頃から石が好きだった。それがビジネスのきっかけ
「オンリーワンカフス」を運営しているのは、不動産賃貸の会社として知ら
れている都市クリエイト株式会社。

なぜ不動産会社がカフスボタンの専門店を・・・？そこには小島社長の
長年の思い入れがあった。

幼い頃から「石」が好きだった。近くの山でキラキラした石、いろいろな
模様の入った石、花崗岩や石英を拾ってきては図鑑で調べたり、標本箱を
作って並べていた。成長するにつれてどんどん興味が深まっていった。それ
が昂じて、学生時代、石を使った自分用のカフスボタン作りを始めた。「石」
と「カフス」、ふたつの趣味が融合した。

社会人になり、やがて不動産業を立ち上げるが、石への思いも持ち続け
てきた。その思いをビジネスにしたいと考えるようになり、2012 年に天然
石カフスボタンの販売をスタート。70 歳になろうというお歳で始められると
ころが､ 若いしエネルギッシュ。羨ましく思える。

今でも、石を自分で集めるのはもちろん、社員や友人、知人が旅行に行
くと聞くと、『そこにある石を拾てきて』と頼むという。『世界中から集めて
みると、地殻変動が激しかったことに起因して、ヨーロッパ、アフリカには
変わった石が多い。石を見ていると、いろいろな発見があるんですよ。それ
にまつわるストーリーに思いを巡らせるのも、とても楽しいものです』その
ように話す小島社長の目は、少年のように輝いている。
「世界に1つだけの天然石のカフスボタン」は幼い頃からの趣味の集大成
といえる。

スタートして1年、販路はこれから。天然石の魅力を伝えていきたい
「オンリーワンカフス」は、同社ホームページや電話やファックスで販売
している。今後は、商業施設内のショップや観光地などの売店などでも

扱ってもらえるようにしたいという。多くの人に天然石の魅力をカフスで味
わって欲しいし、広まって欲しい。
『例えば営業マンが得意先に行った時に、「キミ、ちょっと変わったものつ
けてるな」と注目される。そして「どこで買った？」と聞かれる。そうやっ
て売れていくのがいいですね』

現時点での一番の販売戦略は「口コミ」ということのようだ。

創業早々テレビ番組で紹介され大ブレーク
株式会社�グリーンブルグ

TV 番組で紹介されたことで、百貨店催事が忙しくなり、なかなか手が回
らなくなっていた。今やっと本格的にオリジナルのバウムクーヘンを手がけ
られる時期がやってきた。他にはない付加価値をつけるとその分が利益に
なる。ここに社長のしたたかな戦略が見える。しかも、お客様から喜んで
貰える。

もともと社長はデザイナーだから、デコレーションやメッセージのデザイ
ンはお手のもの。

今後は「メッセージ・デコバウム」を中心に、誕生日、父の日、母の日、
内祝い、入学祝いなど、さまざまなギフト用スイーツとして、インターネット
を含め、販売の方向転換をしていこうとしている。また、小ロットのバウムクー
ヘンを、専用オーブンを持たない洋菓子店や通販会社などに OEM として
供給、好評を頂いていることも追い風。

そのように、「メッセージ・デコバウム」と「小ロットのバウムクーヘン
OEM」、個人向けと法人向けをうまく併せて製造の安定化を目指している。

株式会社 グリーンブルグ
代表取締役社長 　山徳 有恒
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【事業概要】 バウムクーヘンの製造、
販売。（直営店、WEBスト
アー、全国百貨店催事）

　　　　　 バウムクーヘンの卸業務。カフェの運営。販促商品企画、催事
企画、運営。
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【事業概要】 アクセサリー創作・販売
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